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概    要  
哺乳動物の大脳皮質形成においては、適切な時期に適切な数の細胞が増殖・分化することが重要であ
る。近年、終脳背側において radial glial cell（RGC）のほかに、intermediate progenitor cell（IPC）
が存在していることが報告されている。我々は終脳背側の Hedgehog シグナルが神経幹細胞の増殖や生
存、分化を制御していることを報告し、さらに本研究では、特に RGC の IPC や神経細胞への分化、さ
らには IPC から神経細胞への分化を調節していることを示した。その作用は胎生後期においてより顕著



































































によって、Shh シグナルが制御する IPC の増殖・
分化メカニズムの解明を行った。チミジン類似物
質を用いた cell cycle kinetics の解析によって Shh
シグナルは細胞周期と cell cycle exitのタイミング


























が示された。つまり、Shh シグナルは IPC におけ
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